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難
臓
 

難
蝋
繊
 

低
 

山
の
糾

す
っ
か
り
色
あ
せ
て
 

忙
し
か
っ
た
実
り
の

秋
が
 

い
ま
終
り
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る
 

い
く
ら
か
で
も
陽
の
あ
た
た
か
い
う
ち
に
と
 

女
た
ち
が
せ
っ
せ
と
大
根
を
洗
っ
て
い
る
 

干
ざ
れ
る
も
の
 

た
る
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
 

売
り
に
出
さ
れ
る
も
の
 

ゆ
く
え
は
洗
う
女
た
ち
の
胸
に
あ
る
 

男
た
ち
は
も
う
お
お
か
た
出
稼
ぎ
に
出
た
 

小
菊
咲
く
庭
先
に
雀
が
暗
い
て
 

音
も
な
く
木
の
葉
が
散
っ
た
 

冬
の
足
音
が
そ
こ
に
聞
え
る
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① （昭和33年9月10日第3種郵使物認可） 

四
十
八
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
土
地
の
投
機
買
い
の
抑

制
と
取
得
さ
れ
た
土
地
の
供
給

の
促
進
を
主
眼
と
し
た
「
特
別

土
地
保
有
税
」
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
新
税
は
、
市
町
村
が
課

税
団
体
と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
税
の
仕
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

税
の
構
成
 
土
地
の
所
有

（
 

保
有
）
に
課
す
る
も
の
と
取
得

に
課
す
る
も
の
と
の
二
種
類
か

ら
成
立
っ
て
い
ま
す
。
 

課
税
の
対
象
 
田
、
畑
、
宅

地
、
池
沼
、
鉱
泉
地
、
山
林
、
 

原
野
、
雑
種
地
な
ど
の
す
べ
て

の
土
地
で
す
。
 

免
税
点
（
基
準
面
積
）
 
保

有
あ
る
い
は
取
得
の
面
積
が
基

準
と
さ
れ
、
市
で
は
都
市
計
画

区
域
を
有
す
る
団
体
と
し
て
五

千
平
方
り
M
か
ら
対
象
と
な
る
。
 

納
税
義
務
者
 
①
所
有
者
は

昭
和
四
十
四
年

一
月
一
日
以
後

に
取
得
し
た
土
地
で
、
毎
年

一

月
一
日
に
五
千
平
方
M
を
所
有

し
て
い
る
者
 

②
取
得
者
は
毎
年
一
月
一
日

前
、
ま
た
は
七
月
一
日
前

一
年

以
内
に
五
千
平
方
M
以
上
の
土

地
を
取
得
し
た
者
 

（
特
殊
関
係
者
と
み
ら
れ
る

親
族
そ
の
他
の
関
係
の
あ
る
個

人
、
ま
た
は
同
族
会
社
が
そ
れ

ぞ
れ
取
得
し
、
ま
た
は
所
有
す

る
土
地
で
も
、
そ
の
状
況
に
よ

り
共
有
物
と
み
な
し
ま
す
）
 

課
税
標
準
 
土
地
の
取
得
価

額
を
い
い
、
無
償
、
ま
た
は
交

換
、
贈
与
、
代
物
弁
済
、
現
物

出
資
な
ど
で
あ
っ
て
む
通
常
取

得
に
要
す
る
価
額

を
い
い
ま

す
。
 

税
率
 
土
地
の
所
有
に
対
し

て
は
百
分
の

一
、
四
、
取
得
に
 
 

対
し
て
は
百
分
の
三
が
乗
ぜ
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の

算
出
税
額
か
ら
固
定
資
産
税
、
 

不
動
産
取
得
税
の
相
当
額
が
控

除
さ
れ
ま
す
。
 

納
付
の
方
法
 
申
告
納
付
に

よ
り
ま
す

（
申告
書
、
関
係
書

類
は
市
税
務
課
に
あ
り
ま
す
）
 

市
に
申
告
納
付
す
る
期
日
は
 

（
イ
）
所
有
に
か
か
わ
る
も

の
は
そ
の
年
の
五
月
三
十
一
日

ま
で
 

（
ロ
）取
得
に
か
か
わ
る
も

の
は
一
、
 一
月
一
日
前

一
年
以

内
に
取
得
し
た
者
は
そ
の
年
の

二
月
末
日
ま
で
 

二
、
七
月
一
日
前

一
年
以
内

に
取
得
し
た
者
は
そ
の
年
の
八

月
三
十

一
日
ま
で
 

非
課
税
 
本
税
の
非
課
税
の

規
定
は
固
定
資
産
税
、
不
動
産

取
得
税
の
規
定
を
基
本
と
す
る

と
く
に
地
域
開
発
関
係
、
公

害
防
止
施
設
、
農
林
漁
業
経
営

の
規
模
の
拡
大
、
工
場
の
地
方

分
散
な
ど
国
の
施
策
な
ど
に
適

合
す
る
土
地
や
、
相
続
、
法
人

の
合
併
な
ど
の
形
式
的
な
所
有

権
の
移
転
に
か
か
わ
る
土
地
な

ど
に
つ
い
て
は
非
課
税
扱
い
と

な
り
ま
す
。
 

適
用
時
期
 
所
有
に
か
か
わ

る
も
の
は
、
四
十
九
年
度
か
ら

適
用
に
な
り
、
取
得
に
か
か
わ

る
も
の
は
、
四
十
八
年
七
月
一

日
以
後
の
取
得
か
ら
適
用
さ
れ
 
 

ま
す
。
 

銀
杯

贈
与
十
 

ニ
月
末
締

切
 

政
府
は
、
旧
金
鶏
勲
章
叙
賜

一
時
賜
金
受
給
者
に
対
し
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
銀
杯
の
贈
与

を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
 

申
告
の
受
付
が
こ
と
し
十
二
月

三
十
一
日
で
締
切
ら
れ
ま
す
。
 

対
象
者
は
、
昭
和
十
五
年
四

月
二
十
九
日
付
け
の
発
令
で
金

鶏
勲
章
を
受
け
、
昭
和
三
十
八

年
四
月
一
日
に
日
本
国
籍
を
有

し
現
在
生
存
し
て
い
る
人
な
ど

と
な
っ

て
い
ま
す
が
該

当
者

で
、
ま
だ
申
告
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
県
障
害
福
祉
謝
か
市

窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
申
し
出

く
瑠
さ
い
。
 

十
日

か
ら

新
用
 

途
地

域
の

縦

覧
 

都
市
計
画
の
新
し
い
用
途
地

域
の
改
定
に
あ
た
り
地
元
説
明

会
、
公
聴
会
で
の
ご
意
見
を
参

考
に
し
て
原
案
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
1
1月
1
0日
か
ら
二
週
間

の
縦
覧
を
市
都
市
計
画
課
で
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
意
見
書

の
提
出
は
縦
覧
期
間
中
だ
け
受

付
ま
す
。
な
お
、
配
布
し
た
パ

ン
フ
レ
 ツ
ト
図
中
、
駅
裏
鎌
谷

町
の
五
能
線
沿
い
の
 （
商）
と

表
示
し
て
あ
る
地
区
は

（
住
）
 

の
転
記
ミ
ス
で
す
の
で
お
わ
び

し
て
訂
正
致
し
ま
す
。
 

特別 Ii地保 f」税を新設 

五千平方に以一れま課税機 
土地の投機買い防止 
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県 支 出 金
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市 積 
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ル4万円 (09P') 

Iノ億ノノ8ノ万円 

■ 予算現額 

‘βクク万円 

a 万円 

づぐ応：なZ乙I fI 又億ァぼ‘万円（jg4えつ 

土 	木 	貴'//z V/I 

高害看護学院 

幻棚地取得事業 

国民健康保険 6億又7,o 万円 

事業勘走 多多多三多z ヌ億又J84万円(3.-. 7名) 

mグ乙乙／Z乙／／ブtり方交4r兇

なー盲ーラ 0億円 
乙庫た行事483xシ羽 氏， 二犀 黄  
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日乃禾コ4T 三度一般会言十う夫算 

預現額 27健6'z77-1-PJ 

I 47796J23 0w、ノ％ 

「89"8634円 	ョに、タ％ 

使用料及好昭鋼他

財産刃又 入、 

諸 収 入

昇走出 金

他釦lI負担金

市 債

国庫支出金 

才i 	税 

地方交付牙見 

鮮1一生 黄

消 防 費

農林水重業貴

公ィ貨 黄 

*4 	%レノ8g訪4fヲ歳出予算軌竹率タ彩名 

歳出決算総顔マ69

刃 歳●議出差引繰畿 

歳入夫算総顔又722 .J94- 円 

.L4-79fJIJ 

ヌ77ノす・チ円 

ぶ又名」ノ3gノ双イ刃 

6、8名 	,&169.tP 

ク，p% 	1'?8 

者せ祈 I'0只 7'6一手円 ノ 72Z 	I 

教 育 "Z898チ円 /7 1% 

土 木 が、J7.33タイヂI ノヌ8名 

民 生 5-す4, 3-6タチ円 2O, 4 名 ］ 

ノ●dノノノ 

祈
 
育
 
木
 
生
 

貴

貴

貴
費
 

貴
 
貴
 
貴
 
費
 

寺 4 	」 」 ノ 	0鹿円 0雁円 j・ 	」 	J 	2 	ま 

"’罵” 

月召禾ロ4r1拝度l埼別会計決算 

/ 1*8万乃円（タぷJg) 

t7oヌ万4-チ円 

H48万7千円び3fJ幻 

' 0 ノ 又 3 4 了 
・」If月 

仙ヌ 3 4 6 

ク4円 

4-000万円 

0チ円 

公共用地取得事業 

国民讐鷺農ー 

ミ識歳入米蝉継落貝(t茅了率） 

	手算 J見 客員 

勿歳出決算総頭（軌行車） 

鷲離協考 瀦刀又入2ク名 
県支出 	3考 	財産り又入又3云ノ 

鑓鏡島 

歳出  

地方自治法第243条 3 第 1 
項の規定および五所川原市「財

政状況」の公表に関する条例
第 2 条により、昭和48年 9 月30 
日現在における財政状況を公表

します。 

昭和48年H月加日 

五所川原市長 佐々木栄造 

歳入 

こ
の
財
政
状
況
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
の

一
般
、
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
執
行

状
況
を
み
た
も
の
で
す
。
 

昭
和
四
十
八
年
度
の
市
政
方
針
は
①
母
と
子
と
老
後
の
幸
せ
を

優
先
す
る
福
祉
の
強
化
②
市
民
総
参
加
で
出
か
せ
ぎ
を
な
く
す
る

新
二
十
五
万
都
市
の
建
設
③
市
民
生
活
を
守
る
環
境
、
道
路
、
低

物
価
政
策
の
推
進
④
花
と
緑
と
小
鳥
の
あ
ふ
れ
る
学
園
都
市
の
充

実
、
の
四
つ
を
柱
に
人
間
優
先
を
基
調
と
し
た
市
民
生
活
の
安
定

と
市
の
発
展
を
め
ざ
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る

べ
く
効
率
的
な
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
た
市
税
や
、
国
か
ら
の
補
助

交
付
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
起
債
の
状
況
な

ど
ク
市
の
台
所

4
を
表
わ
す
家
計
簿
で
す
。
 



、
 
市
で

は
、
十
一
月
一
日
か
ら
 

く
 

十
二
月
二
十
八
日
ま
で
を
「
市

税
完
納
強
調
期
間
」
に
定
め
、
 

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
 

お
手
も
と
の
納
税
通
知
書
を

い
ま
一
度
た
し
か
め
、
す
べ
て

の
税
金
を
十
ニ
月
二
十
八
日
ま

で
完
納
し
、
明
る
い
年
を
迎
え
 

ま
し
よ
う
。
 

※
こ
れ
か
ら
の
市
税
納
期
限
 

4
よ
 固

定
資
産
税

（
第
四
期
）
十
 

一
月
三
十
日
 

保
険
税

（
第
「
珂
）
十
一
月
 

三
十
日
 

都
市
計
画
税

（
第
「
珂
）
 

十
一
月
三
十
日
 

市
県
民
税

（
第
四
期
）
十
一
一
 

月
二
十
八
日
 

保
険
税

（
第
四
期
）
十
ニ
月
 

二
十
八
日
 

都
市
計
画
税

（
第
四
期
）
 

十
二
月
二
十
八
日
と
な
っ
て
お
 

申
り
ま
ず
。
 

隊
薄
薄
「幾
驚

勲
舞

ジ
 

'
0

、
ノ
、、J
貢
、
 

一
 

I
O
J
d

昌
し
 

県
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

月
第

一
、
第
三
木
曜
日
午
前
十

時
か
ら
正
午
ま
で
五
所
川
原
保

健
所
前
で

採
血
し
て
 
おり
ま

す
。
 

市
民
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

】J
（一
L
、
L
、
！?
］
、
 

一
（
ゴ
オ
l
 
〉

ノ
ー
 L
ノし
 

完
納
で
 

新
し

い
年
を
 

)
 

納
税
は
 

納
期
内
に
 

個
人
事
業
税
第
ニ
期
分
の
納

期
限
は
 
十

一
月
三
十
日

（
金
 

▽
納
税
貯
蓄
組
合
員
は
、
組

合
を
通
じ
て
納
め
ま
し
よ
う

▽
公
給
領
収
証
を
必
ず
受
取

り
ま
し
よ
う
 

（
五
所
川
原
県
税
事
務
所
）
 

患

者
の

作
品

展
 

市
立
西
北
中
央
病
院
敷
島
分

院
の
第
三
回
患
者
作
品
展
示
会

は
、
十
一
月
二
十
四

（
土
）
一
一

十
五

（
日
）
 の
両
日
、
市
内
本

町

「
中
三
J
デ
パ
ー
ト
五
階
で

開
き
ま
す
。
 

▽
期
日
 
十

一
月
二
十
八
日
 

▽
場
所
 
三
道
会
館
 

▽
検
診
受
付
 
午
前
九
時
ー
十

時
 

▽
定
員
 
五
十
人
 

▽
検
診
内
容
 
血
圧
測
定
、
心

電
図
、
検
尿
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
 

ル
測
定
、
胸
部
・
胃
x
線
検
査

△
受
検
対
象
者
 
原
則
と
し
て

四
十
歳
以
上
の
方
 

△
料
金
 
無
料
 

（
病気
、
療

養
中
の
方
と
通
院
加
療
中
の
方

を
除
き
ま
す
）
 
な
お
、
希
望

者
は
お
早
め
に
五
所
川
原
郵
便

局

（
電話
④
三
二
〇
三
番
）
 へ
 

五
所
川

原
合

唱
団
 

定

期

演
奏

会
 

結
成
二
十
周
年
の
記
念
演
奏

会
も
兼
ね
次
の
日
程
で
お
こ
な

い
ま
す
。
 

乳児の体重測定 
乳児の死亡率は全国で青森県が第 1 位で、 

当市も県内の上位をしめています。 

この乳児死亡の低下をはかるため市では生

まれてから 1 カ年間、次の日程で保健協力員

お母さん、保健婦と三者が一体となり乳児の

体重を測定します。 

発育状況をは握し、健全な育成と母と子の

幸せに資したいと思います。どうぞご利用く

ださい。 

なお当該日が休日の場合はとりやめます。 

体重の測定日程 

~地区別 実施期日 実施時間 場 所 

庁

ぐ
好
橋
川
詰
島
坪
和

本
身

三
長
中
飯
松
闘
七
 

日
ー

一
 

剃
勲
剃
剃
麹
勲
知
剃
剃
観
製
 

曜
 

ク
 ク

ク
 
ク
 
ク
 
ク
 ク
 
ク
 
ク
 

土
木

木
木
木
木
木
木
木
木
  

9,00-i I,3ら 中央公民館 

0.00--- 15.00 支 所 
0,00-15.00 ク 

0,00-司5,00 ク 

0,U0-15,00 
0,00一-15,00 
0.00-15,00 

ク 

ク 

ク 

0,rJQ-15,00 ク 

0,00--.15,00 ク 

0,00-15.00 ク 

に吐）実施期日は始年】2 月本庁の 12月実施 
雌第2第3土曜日49 年1月から日程表のとおり 
~体重計は各支所2 台ぐらい配置します。 

簡
保
加
入
者
の
 

成
人

病

検
診
 

▽
日
時
 
十

一
月
二
十
四
日

午
後
六
時
か
ら
 

▽
場
所
 
市
民
文
化
会
館
ホ
 

ー
ル
 

▽
賛
助
出
演
 
五
所
川
原
高

校
音
楽
部
、
木
造
高
校
音
楽
部

▽
入
場
料
 
無
料
 

百
人
に
よ
る
合
同
演
奏
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
 

劇
団
員

募
集
 

劇
団
グ
ミ
の
実

（
平
山
金
一1
1
 

郎
主
宰
）
は
、
明
年
二
月
横
浜

大
会
出
演
の
た
め
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
入

会
願
い
ま
す
。
条
件
は
い
っ
さ

い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

け
い
こ
は
毎
週
金
曜
日
夜
、
 

市
中
央
公
民
館
で
お
こ
な
い
ま

す
。
希
望
者
は
十
一
月
末
日
ま

で
市
中
央
公
民
館
（
電
話
⑤
一
一

三
五
二
番
）
 に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
0
詳
し
い
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

結核検診（レントゲン撮影）のおしらせ 

地 区 名 月 	日 場 	所 時 間 

松島L2丁目
松島7.8丁目
松島456丁目
松島3丁目 
田園調布 

2
1
R
 

 
月
。
v
 

 

木村こう悦商店前 
菊地理容所前 
毛内商店前 
団地管理事務所前 
前田商店前 

9
.3
0.3
2

.2
3.2
4.1

  

、
 

？
 
、
 
、
 
、
 

 

10.30 
ii. 	15 
320 
4. 10 
4.50 

鍵島柏原町 
新宮町末広町
上平井中平井
さっき町 

11月22日 
（木） 

小曲集会所前 
錦町神社前 
保健所前 
五所川原高校前 
和田新宅前 

9.30-
10.40-
I 2.40-
13.25-
14.35-.- 

Q
u4
2
2
・
ー
 
 

0
0
1
.5
《
し
 
 

'
 
.
 

,
 

．
 

■
 
 

U
I

5
  老人ホーム 

下平井町 
敷島町 
雛田町 
東雲町 
大町、旭町 

11月26日 
（月） 

老人ホーム前 
寺田三次郎宅附近 
敷島分院前 
元十三干拓前 
岩谷勇宅附近 
元市役所附近 

3j-05
-40
-25
-.-00
-35 -.-. 

900・
I~
Q〕
3 

0
HU・ー

23
4 

0035:0
00
30
10 

布屋町、東町 
弥生町 
鎌谷町 
田町、栄町 

11月27日 
（火） 

西北病院附近
農協会館附近
山上商店前
白衣神社前 

ロJ
0

・
ー3
  

3
2
0
0
  

？
 
、
 
、
 

＼
  

0
0
0
0
  

・

ー
5
4
0
  

0
0
1
4
  

5
0
0
0
  

.
 

.
 

.
 
 

岩木本川端寺
新町柳成田町
平和町日の出
元町 

Ii月28日 
（水） 

市民文化会館前
永福神社附近
平和町集会所前
第一高校附近 

a
J・
ー3
4
  

0
5
0
5
  

、
 
＼
 

、
 
？
  

3
0
0
0
  

・

ー
（'
4
,d
,
 
 

0
0
4
4
  

0
0
0
0
  

.
 

.
 
.
  

二中
派
 
谷
村

立
 

俵
原
前
前
前
高
持
下
上
中
中
羽

元
子
田
田
田
野
子
梅
梅
梅
泉
野
  

‘
野
野
野
 
沢
田
田
田
 
木
 

目
目
目
 

沢
  

~ 1月29日 
（木） 

俵元公民館前 
西谷商店前 
西塚石油店前 
前田野目公民館前 
新谷啓宅前 
高野十字路 
三上商店前 

nノ」・1
0
3
4
2
2
  

．
 

《
 

．
 

.
 

.
 
 

0
0
0
5
0
0
0
  

、
 
、
 
＼
 
？
 
、
 

、
 
？
  

9
O
l
11
12
3
4
  

，
ー

‘
ー
．
ー

●
ー

！
ー●
ー
  

0
0
・
ー2
3
4
5
  

0
0
0
0
0
0
0
  

0
5
3
n
Ulー
・
ーnU
  

●
 

●
 

●
 

．
 

.
 

．
 

■
 
 

11月30日 
（金） 

教円寺前 
成田理容所前
梅沢支所前
中泉公民館前
七和支所前 

9
0
・
ー
〔
乙
4
  

0
0
5
I
0
  

2
0
4
3
2
  

0
5
0
0
0
  

、
 
＼
 

＼
 
、
 
、
 

 

5
3
2
2
‘
ー
 

 

9
0
0
・
ーq
〕
 
 

〈
お
わ
び
V

（
国
民
年
金
係
）
 

シ
る
十
一
月
一
日
付
発
行
Q
 

市
政
ニ
ユ
ー
ス
 
「年
金
法
改
正

に
よ
る
特
集
号
」
に
よ
る
五
年

年
金
記
事
で
、
高
齢
者

（
明治

三
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）

と
さ
れ
て
 
い
る

が
（
（
明
治
三
十
九
年
四
月
一
一

日
か
ら
、
明
治
四
十
四
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
）
 
のあ

や
ま
り
で
す
。
お
わ
び
し
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。
 

子
ど
も
会
ス
ポ

ー
ツ
大
会
 
△

期
日
、
十

一
月
二
十
五
日
▽
場

所
、
五

一
中
、
中
央
小
▽
参
加

者
、
子
ど
も
会
会
員
、
育
成
関

係
者
▽
種
目
卓
球
ほ
か
二
種
目
 

く
 

ム
 

'
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